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ドワード・タイラー（Edward Tylor）であるとされる。彼は、1871年に“Culture or civilization, 
taken in its wide ethnographic sense, is that complex whole which includes knowledge, 




























彼は Kluckhohn（1962）において、“Culture consists of patterns, explicit and implicit, of and 























おいて“(culture) denotes an historically transmitted pattern of meaning embodied in symbols, 
a system of inherited conceptions expressed in symbolic forms by means of which men 

































































































































































































 4） 末田（2003a、p. 58）による。この定義を記した Primitive Cultureの初版は 1871年に出版されている。









の英語の原文‘a system of designs for living’のうち、‘designs for living’つまり、「生きるための工夫」
こそが、国際文化論における文化の基本的定義としている。このように、各学問分野で、文化の定義は
操作的に取捨選択されている。
 7） 日本語訳は末田（2003b、p. 58）による。
 8） Martin & Nakayama （2004、p. 78） 所収。
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